
見直し内容

第1章 1 策定の趣旨 経年に伴う記述の修正

2 計画の位置付け 経年に伴う記述の修正

3 計画期間 経年に伴う記述の修正

第2章 1 各種統計データ 経年に伴うデータの追記

2 国の動向 経年に伴う記述の修正

3 これまでの取組みと今後の課題 経年に伴うデータの追記又は修正

第3章 1 計画の構成 修正不要

2 圏域の考え方 経年に伴う数値の修正

3 基本理念 経年に伴う記述の修正

4 計画策定の経過 修正不要

5 中間見直しの実施 新規

第4章 1 区支え合いのまち推進計画について 修正不要

2 区支え合いのまち推進計画のポイント 経年に伴う記述の修正

3 区支え合いのまち推進計画 各区支え合いのまち推進協議会で策定

第5章 1 基本目標 修正不要

2
取組方針、施策の方向、主要施策、具体的
な取組み

○取組方針：経年に伴う記述の修正
○施策の方向、主要施策：原則修正不要
○具体的な取組み
・経年に伴う取組事業の加除修正
・取組事業における令和6～8年度の目標設
定

第6章 1 基本計画策定にあたって 経年に伴う記述の修正

2 成年後見制度を必要とする人を取り巻く状況と課題 経年に伴う記述及びデータの修正

3 計画の基本方針と施策の体系及び展開 経年に伴う記述の修正

第7章 取組事例 コロナ禍において工夫が見られた取組事例を
新たに紹介

第8章 1 計画の推進体制 修正不要

2 計画の評価 評価のあり方について検討

資料編 経年に伴うデータの追記又は修正

計画の推進

支え合いのまち千葉 推進計画　中間見直し方針

策定にあ
たって

現状と経緯

計画の概要

地域の取組
み

章 節

⑥成年後見
制度利用促
進基本計画

市の取組み

資料４



 
 

 

 
第２章 地域福祉を取り巻く状況 

①（支え合いのまち千葉 推進計画 16ページ） 

 

④ ボランティアの登録者数 

令和２（2020）年度末現在、千葉市ボランティアセンターのボランティア登録者数は

6,870 人、千葉市生涯学習センターのボランティア登録者数は 1,802 人、千葉市国際交流

国際交流協会のボランティア登録者数（重複登録あり）は 2,379 人となっています。 

近年、ボランティア登録者数全体としては、減少傾向にあります。 
【ボランティアの登録者数の推移】（各年度３月末時点） 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

9,521 9,236 9,243 8,477
6,870

1,635 1,697 1,743
1,834

1,802

3,224 3,577 3,278
2,702

2,379

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

国際交流協会登録人数（重複登録あり）

生涯学習センター登録人数

ボランティアセンター登録人数

(人)

11,051

13,013

14,51014,380 14,264

令和4（2022） 

 

 
令和3・4年の実績に合
わせて記述を修正・グ
ラフを追加 



第５章 市の取組み（地域福祉の基盤整備のために市が行う取組み） 

②（支え合いのまち千葉 推進計画 41ページ） 

３ 基本理念 

 

 
 

 

 

 

令和５年度スタートに向けて策定中の本市の中⾧期的な市政運営の基本方針である「（仮

称）千葉市基本計画」では、健康・福祉分野における目標として「みんながいきいきと、健

やかに安心して暮らせるまちを実現します」を掲げるとともに、その政策の１つに「住民一

人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく社会をつくる」を位置付ける予定で

す（※原案時点）。 

このことを踏まえ、支え合いのまち千葉 推進計画（第５期千葉市地域福祉計画）において

は、「住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく社会をつくる」を基本理

念に設定し、「（仮称）千葉市基本計画」の理念や方向性を念頭に置きながら、地域住民や地

域の多様な主体が世代や分野を超えて横断的につながり、すべての人々が地域、暮らし、生

きがいをともに創っていくことで、多様性が尊重され包摂される地域共生社会の実現を目指

します。 

 

４ 計画策定の経過 
本計画の策定にあたっては、地域福祉専門分科会において全体の審議を行うとともに、

各区の支え合いのまち推進協議会において区支え合いのまち推進計画の内容について

協議を行い、委員の様々な意見を反映させて内容を決定しています。 

また、パブリックコメント手続による意見募集を実施し、多くの市民の意見が反映さ

れるよう努めています。 

本計画の… （略） 

 

５ 中間見直しの実施 
新型コロナウイルス感染症の収束の状況を注視しつつ、計画の中間年度である令和 6 年度

に向けて中間見直しを実施しました。…

住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域を 

ともに創っていく社会をつくる 

基本理念 

にスタートした ています 

中間見直しの実施に
ついて追加 



第５章 市の取組み（地域福祉の基盤整備のために市が行う取組み） 

③（支え合いのまち千葉 推進計画 43ページ） 

 
１ 区支え合いのまち推進計画について 

 区支え合いのまち推進計画においては、第１期（平成 18(2006)～22(2010)年度）、第２期

（平成 23(2011)～26(2014)年度）、第３期（平成 27(2015)～29(2017)年度）、第４期（平成

30(2018)～令和 2(2020)年度）と多くの地域の皆さんの参加を得て、日常生活における生活

課題の解決へ向けて取り組んできました。 

 このたび策定した「区支え合いのまち推進計画」は、… （略） 

 

 

２ 区支え合いのまち推進計画のポイント 
（１）区の現状について人口等のデータを掲載するとともに、地域活動の状況等から区の課

題を抽出し、「基本目標（基本理念）」、「基本方針（仕組み）」を策定しました。 

 

（２）新型コロナウイルスの感染拡大により地域活動が制限されていることから、「具体的な

取組み」及び「重点取組項目」については、中間見直しまでに区支え合いのまち推進協

議会で検討を行い策定することも可能としました。その間は、第４期計画の取組みを参

考に、工夫しながら、できることに取り組みます。 

策定にあたっては、10 の取組みテーマ及び５つの視点を参考に策定しました。 
 
 
 

第４章 地域の取組み（住民同士の支え合い） 

中間見直しの段階で 

策定するまでの ました 



第５章 市の取組み（地域福祉の基盤整備のために市が行う取組み） 

④（支え合いのまち千葉 推進計画 91ページ） 

＜主要施策（４）地域づくりの担い手、リーダーの育成＞ 

【現状や課題】 

○ 高齢者の就業者の増加など社会情勢の変化等により、交流の場・通いの場や見守り活動、

支え合い活動や食事サービスなどにおける地域福祉活動の担い手の高齢化や不足が見られま

す。 

〇 地域団体の中心的役割を担う役員やリーダーの高齢化も進んでおり、若い世代の参画や後

継者の育成が必要です。 

 

【今後の取組方針】 

〇 地域課題の解決に向け、地域福祉活動・ボランティア活動の担い手やリーダーとして活躍

できる人材を育成するため、「ちばし地域づくり大学校」を開催します。 

〇 これまで地域福祉に関心がなかった方や若い世代などが、地域福祉活動やボランティア活

動の担い手となるよう、シニアリーダー講座、認知症サポーター養成講座やボランティア入

門講座等を開催します。 

 

《主な取組事業》 

No. 事業名 

取組内容 

評価指標 

評価単位 

年度目標 

［担当課］ 令和 4 

（2022） 

令和 5 

（2023） 

令和 6 

（2024） 

令和 7 

（2025） 

令和 8 

（2026） 

17 

ボランティア活動の促進 

【再掲】No.83 

ボランティアに関する相談受付・紹介、情報提供、広報・啓発、講座の開催など、千葉

市ボランティアセンターが行うボランティアの育成・支援活動を支援します。 

［地域福祉課］ 

ボランティア 

新規登録者数 

（人） 

180 200    

 

例 

取り巻く状況の変化に合わせて適宜修正 

取組方針の変化に合わせて適宜修正 


